

























第一次五力年計画 (1928-1932)とそれに続 く第二次五力年計画 (1933-1937)の中で,
旧ソ連邦の工業生産は順調に増大 し,国民所得 も増加 した｡そして第三次五力年計画 (1938
-1942)の中で,社会主義から共産主義への漸次的移行が掲げられた｡ しか し1941年 6月,
ドイツ軍の突然の進攻により独ソ戦が始まり,第三次五力年計画は3年で中断 された｡
1946年,戦災地域の復興と戦前の経済水準の回復,そしてさらに一層の経済発展を目指 し
て,第四次五 力年計画 (1946-1950)が開始 された｡この第四次五 力年計画最終年の1950
年には,農業総生産高は戦前水準をほぼ回復 し,工業総生産高は戦前の約1.7倍となり,経
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成立 している筈のものであった｡ しか し現実には,旧ソ連邦は未発達の工業を抱えた農業






たえず配慮 してきた し,いまでも配慮 している｡
















































を根気強 くかつ計画的に取 り入れること,現在の設備を近代化すること,労働 と生産の組





｢同志諸君 !共産主義の物質的 ･技術的土台をつ くりだすためには,科学の繁栄が必要
であり,わが国の生産力の全面的発展に関連する諸問題の解決に科学者が積極的に参加す
ることが必要である｡ 七カ年計画は,わが国の科学者 と学術機関のまえに,このうえもな



























たる米国に比肩 しうるに至 った｡ しか し,鉄鋼技術,化学工業技術,自動車工業技術,電













功 し,その後 も1960年代を通 じて旧ソ連邦は宇宙開発でさまざまな成果を上げており,最初
の人類月面着陸こそアメリカ合衆国のアポロ11号 (1969年 7月)に譲ったものの,1970年に











初の人工衛星はソビエ ト衛星 〔スプー トニク〕だった｡太陽系の最初の人工惑星はソビエ
ト惑星である｡ (あらしのような,なかい拍手)ソビエ トの人工衛星は,宇宙のはてしな
い空間を,ソ連の国旗を措きだし, 『ソビエ ト社会主義共和国連邦,1959年 1月』としるし
たペナン トをのせて運行 している｡ (拍手)
代議員諸君 !わが党および全ソビエ ト国民は,科学研究所,設計事務所,工場および実
験組織の諸集団によってなされた,月の方向への多段階宇宙ロケットの打上げが,ソ連共
産党第21回大会を記念 しておこなわれたという意味ぶかい事実を,たかく評価 している｡ (吃
かい柏手)諸君を代表 し.全党,全ソビエ ト国民を代表 して,この大会の高い壇上から,
惑星間飛行のための新 しいロケットを創造 した人びとの偉大な勝利を祝福 し,かれらにふ
かい感謝の意をあらわ し,かれらの健康 と, ソビエ ト祖国の名誉のため,共産主義の建設
のためになされる,あらたな創造的勝利とを心から希望 してやまぬ旨を,のペさしていた








の結びつきの強化 と国民教育制度の一層の発展について｣は, ｢ソビエ ト国家は力強い上
昇の時代にある｡国家の経済は飛躍的なテンポで発展 し.科学と文化は未合有の隆盛期に
あり,勤労者の福祉 も着実に向上 している｡ 生活の本当の主人であり,歴史の創造者であ
るソビエ ト国民は,経済建設と文化建設の全部門において,すぼらしい勝利をおさめたが,











｢流線型の車体には,窓 も ドアもなかった｡そ して車の全体は奇妙な物質で作 られてい
た ｡
エンジニアは, 『これは金属ではありません｡これはとてもおもしろい性質を持 った特
別なプラスチ ックです｡中を見て下 さい｡乗車 !』と言 った｡ エ ンジニアは指を動かさな
かった｡彼が 『乗車』と言 うと.たちまち車の一方の側面のスライ ド･ドアが開いた｡我々
は乗 り込んだ｡ボディーは内側からは透けて見えた｡ ･････ドルマ トフスキーは,自
分のシー トに座 り,うしろの我々の方を向いた｡彼は,蹟蹄せず,穏やかに言った｡ 『ルー
ト南東,目的地エ ンスク｡』我 々は,モーターが動き始めたことも,車か進み始めたこと
も感 じなかった｡ 1分後,この運転手なしの自動車は時速150マイルで疾走 していた｡そ し
て,スピー ドメーターの針は,それ以上を示 した.｣ 20)
同じように,ムスチスラフ ･ケルディッシュ編 『ソ連科学の現状とその指標』 (1966)に
おいても,科学のより一層の進歩に対する見通 しと期待が述べ られている21)0


















崎俊雄,金光不二夫訳 『現代科学技術革命論』 (1974)23),ソ連邦科学アカデ ミー自然科
学史 ･技術史研究所,チェコスロバキア科学アカデ ミー哲学 ･社会学研究所,ソ連邦科学
アカデ ミー哲学研究所編,山崎俊雄,中峯照悦訳 『人間一科学一技術 (科学技術革命のマ







イ ･レーニ ンの規定する 『自然科学における最新の革命』が,その自然科学的前提であっ
て,それは20世紀の半ばには,すべての科学と技術の革命的変化と根本的な再編をもたらし
たのである｡二つの革命一自然科学と技術における-は,その後,相互に孤立 して,たが
いに並行 して発展をつづけたのではな く,それらは相互作用 しなから,すなわち,一方は
他方に直接に影響 しかつそれを呼び起 こす,というように発展 したのである｡その結果,










レーニ ンにならって 『自然科学における最新の革命』と呼ばれている0｣ 27)
すなわち,科学革命とは, ｢古い科学理論の枠のなかで理解できないまった く新 しい現
象や法則の発見,確定された見解の根本からの破壊,先行する理論をその特殊なケースと










飛躍を生 じさせる技術革命 も存在する｡ そのような技術革命は, ｢新 しい技術的手段にも
とづいて,生産における新 しい分業,生産者の新 しい位置,新 しい社会的関係,社会の新





っっ発展 した｣ 33)のであり,また生産過程において指導的役割を果た したのは技術であっ





すなわち,今 日の技術や生産においては,我 々が日常生活では一度 も出会うことのない











か くして ｢科学革命の発展は技術革命を要求 し,後者はさらに前者の発展をうなかすの
であって,両者は加速度的に発展するとともに,急速に接近する｡ このように,科学革命













そ して,これ ら一連の変化は, ｢人間の全面的発達,社会の全成員の教育と一般的文化水
準の引き上げ,全社会の利益をめざす科学 と技術の発展等,無制限な自由が必要であるこ
とを意味 している｡ 社会主義の勝利のみがこのような条件を保障するのである｡｣ 38)
すなわち,科学技術革命は,科学革命が技術革命よりも主導的役割を果たしつつ両者が















減,改善 し,労働生産性を急激に高めるにちかいない ｡ 社会主義社会では,自動化は経済
的に重要なだけでなく,社会的にみてもひじょうに重要である｡自動化によって,労働の
性格が根本的に変 り,労働者の文化的 ･技術的水準が向上 し,頭脳労働 と筋肉労働のあい
だの差異をな くすための条件がつ くり出されるのである｡ こうして,人間の役割は,自動
榛城や計器を制御 し,調整 し,製造 ･加工過程のプログラムや方式をきめる仕事だけにか
ぎられることになる｡｣ 40)






























































出現 した｡ これらの境界領域の科学では,す ぐれた発見がなされただけでなく,人間の物
質的および文化的要求を満たすために,自然の法則 ･現象を利用する,これまで知 られて


























急速な発達や重要性の増大 と並んで諸部門間の相互関連 と相互作用,境界 ･学際部門の誕
生 ･発達,さらには社会科学との相互作用など,自然科学自体の質的あるいは構造的な変
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化が指摘 されている｡ これ らの科学技術革命の時代 における自然科学の質的変化の認識は,
当然理科教育 に も何 らかの形で影響 を及ぼす ものであろ う｡
Ⅵl おわリに
第二次世界大戦後か ら1950年代,そ して60年代 にかけての旧 ソ連邦 においては,科学技術
革命概念 に見 られるように,科学が重視 され,その さらなる発達 とそれによる生産や労働,
或 いは社会や生活が大 き く変わ ってい くことが期待 を込 めて予想 されていた｡ そこでは当
然の ことなが ら,科学を学ぶ ことがまたきわめて重視 されていたことは容易に想像 される｡
そ して,旧 ソ連邦 の中等理科教育 において教科間結合が再 び教育関係者 の関心 を引 くよう
になるのは, この1950年代である｡すなわち再登場 してきた教科間結合が このような科学重
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